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ANA HOLDINGS NEWS 
     ２０１３年１０月３０日 

 平成２６年３月期 第２四半期決算および通期業績予想について 

ＡＮＡホールディングスは、本日１０月３０日（水）、平成２６年３月期 第２四半期決算を取りまと

めました。詳細は「平成２６年３月期 第２四半期決算短信」をご参照ください。 

 
１．平成２６年３月期 第２四半期の連結経営成績・連結財政状態 

（１）概況 
・当第２四半期のわが国経済は、個人消費や設備投資に持ち直しの動きが見られる中で、景気

は緩やかに回復しつつあります。また、先行きについては、海外景気の下振れによる景気下押

しリスクはあるものの、景気回復の動きが確かなものとなることが期待されています。 
・このような経済情勢の下、各セグメントで増収となり売上高は過去最高となりましたが、航空事

業を中心に費用が増加し、営業利益、経常利益、四半期純利益は前年同期を下回りました。 
・航空事業においては、ボーイング７８７型機が６月より定期便運航を再開しましたが、運航停止

の影響で、路線の拡張計画および一部の路線への機材展開に遅れが生じました。また、事業

規模の拡大に伴う費用増に加え、費用の約４分の１を占める燃油費が円安影響により前年同

期比で約２５％増加しました。 
・「２０１３－１５年度 ＡＮＡグループ中期経営戦略」に掲げたグループ経営ビジョン「世界のリー

ディングエアライングループ」の実現を目指し、コスト構造改革を継続し、収益性の向上に努め

ます。また、新たな成長領域の拡大に向けたマルチブランド戦略の推進と、アジアを中心とし

た戦略的投資による航空関連ビジネス等の多角化戦略を、着実に遂行していきます。 
 

これらの結果、第２四半期の連結経営成績は売上高が７，９７６億円となりましたが、営業利

益は４３３億円、経常利益は３１８億円、四半期純利益は２００億円となりました。 
単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
平成２６年３月期 

第２四半期 
平成２５年３月期 

第２四半期 増減 増減率(%) 

売 上 高 ７，９７６    ７，５３２ ４４４     ５．９ 

営 業 費 用 ７，５４３    ６，７７９ ７６４    １１．３ 

営 業 利 益 ４３３        ７５３ ▲３１９ ▲４２．５ 

営 業 外 損 益  ▲１１４     ▲１１８ ４  ―― 

経 常 利 益 ３１８        ６３４ ▲３１５ ▲４９．７  

特 別 損 益    １４      ▲  ２ １７  ―― 

四 半 期 純 利 益 ２００       ３６９ ▲１６８ ▲４５．７ 

   単位：億円（単位未満は切り捨て） 
平成２６年３月期 

第２四半期 
平成２５年３月期 

第２四半期 増減 
【セグメント情報】※１ 

売上高 営業利益 売上高 営業利益 売上高 営業利益 

航 空 事 業 ６，９６４ ３９２ ６，５７１ ６７３ ３９３ ▲２８１ 

航空関連事業 ９３０ ３７ ８７４ ３０ ５６ ６ 

旅 行 事 業 ９０７ ２７ ８４３ ３０ ６３ ▲  ２ 

商 社 事 業 ５３８ １８ ４９２ １４ ４５ ３ 

そ の 他 １４２ ４ １３９ ４ ３ ▲  ０ 
※１ 当第１四半期より報告セグメント区分を「航空事業」、「航空関連事業」、「旅行事業」、「商社事業」としております。  

前第２四半期の売上高、営業利益及び増減率については、変更後のセグメント区分により作成しています。 
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（２）航空事業 

①国内線旅客 

・堅調なビジネス需要とプレジャー需要を着実に取り込んだ結果、旅客数、収入ともに前年同

期を上回りました。 

・羽田空港の発着枠の増枠を受けて、サマーダイヤから一部国内線の増便および石垣線の運

航を再開したことに加え、秋田＝札幌線、成田＝広島線を新規に開設し、長崎・熊本＝沖縄

線を再開する等、ネットワークの充実によるお客様の利便性向上に努めました。また、７月以

降、沖縄路線を中心に増便を行う等、需要への対応を柔軟に行いました。 
・新運賃「旅割６０」「旅割２１」の発売や、「特割」「旅割」各種運賃の予約・購入期間を最大６ヶ

月先まで拡大した他、旧盆期間に「旅割４５」の設定期間を拡大し、需要喚起をはかりました。 

・サービス面では、７月より国内線機内で電子マネー「楽天Ｅｄｙ」をご利用いただけるようにした

他、８月より広島空港と岩国錦帯橋空港発着の航空券を相互利用できるようにするなど、お

客様の利便性向上をはかりました。 

結果として、国内線旅客収入は１２億円の増収（前年同期比０．４％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客】 
平成２６年３月期 

第２四半期 
平成２５年３月期 

第２四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） ３，４４３ ３，４３０    １２  ０．４ 

旅客数（千人） ２１，３７０ ２０，７７３  ５９６ ２．９ 

座席キロ（百万座席キロ） ３１，１４１ ２９，７２７  １，４１４ ４．８ 

旅客キロ（百万人キロ） １８，９５０ １８，３３６  ６１４ ３．４ 

利用率（％） ６０．９ ６１．７    ▲０．８ ――― 

 

 ②国際線旅客 
・訪日促進運賃の設定・販売強化により、拡大する訪日需要の取り込みに努めたものの、中国

線における日本発プレジャー需要減退の影響等により、旅客数は前年同期を下回りました。

一方で、ビジネス需要は堅調に推移し、収入は前年同期を上回りました。 

・７月より成田＝サンノゼ線をデイリー運航に、９月からは成田＝シカゴ線を１日２便に増便し、

北米線ネットワークの拡充をはかり、拡大する北米＝アジア間の渡航需要を取り込みました。 

・「ビジ割サマースペシャル」、「エコ割サマースペシャル」等の各種割引運賃を日本発全方面に

設定し、需要喚起に努めました。 

・サービス面では、９月よりファーストクラス・ビジネスクラスを中心とした機内食サービスの刷

新を行った他、「ＡＮＡ機内食総選挙」によりお客様の声を反映して２０１３年１２月以降のエコ

ノミークラス機内食（日本発）の一部を決定する等、競争力を強化しました。 

結果として、国際線旅客収入は１６７億円の増収（前年同期比９．３％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客】 
平成２６年３月期 

第２四半期 
平成２５年３月期 

第２四半期 
増減 増減率(%) 

旅客収入（億円） １，９６５ １，７９７  １６７ ９．３ 

旅客数（千人） ３，１７０ ３，３１１  ▲１４１ ▲４．３ 

座席キロ（百万座席キロ） ２０，１７８ １８，４９０  １，６８７ ９．１ 

旅客キロ（百万人キロ） １５，０８９ １４，３４１  ７４７ ５．２ 

利用率（％） ７４．８ ７７．６  ▲２．８ ――― 
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③貨物 

・国内線貨物は、一部貨物の陸送シフトや生鮮品の不作により航空需要が伸び悩む中、競合

他社との競争激化等により単価が下落し、輸送重量、収入ともに前年同期を下回りました。 

・国際線貨物は、中国・アジア発北米向けの需要が堅調に推移したことや、沖縄ハブを活用し

アジア域内貨物を積極的に取り込んだ結果、輸送重量、収入ともに前年同期を上回りました。 
・７月より成田＝沖縄線において他社機材を用いたチャーター運航を開始し、捻出した自社機

材を活用して８月より成田－中部－沖縄線を新設した他、関西＝台北線を再開いたしました。 

結果として、国内線貨物収入は５億円の減収（前年同期比３．６％減）、国際線貨物収入は  

７６億円の増収（前年同期比１８．６％増）となりました。 
   （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物】 
平成２６年３月期 

第２四半期 
平成２５年３月期 

第２四半期 
増減 増減率(%) 

貨物収入（億円）     １５２    １５８ ▲５ ▲３．６ 

輸送重量（千トン）     ２２３    ２２６ ▲２  ▲１．３ 
国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ）     ２２０    ２２４ ▲３  ▲１．７ 

貨物収入（億円）     ４９１    ４１４ ７６ １８．６ 

輸送重量（千トン）     ３３４    ２９３ ４０ １３．８ 
国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） １，３６６ １，１６７ １９９ １７．１ 

 

④その他 

･整備受託収入、エアアジア・ジャパン㈱等の収入を含んだ航空事業におけるその他の収入は、

８６９億円（前年同期比１８．３％増）となりました。 

･エアアジア・ジャパン㈱の当第２四半期における輸送実績は、国内線で旅客数は３４４千人、座

席キロは５５３，２８７千席キロ、旅客キロは３６７，７７９千人キロ、利用率は６６．５％、国際線

で旅客数は１４０千人、座席キロは２８４，６１３千席キロ、旅客キロは１８７，０５５千人キロ、利

用率は６５．７％となりました。なお、エアアジア・ジャパン㈱については、当社と AirAsia Berhad

との共同事業を６月末に解消し、当社１００％子会社としました。１１月１日より商号を「バニラ・

エア㈱」に変更し、１２月２０日より成田空港を拠点として運航を開始いたします。 

 

（３）航空関連事業・旅行事業・商社事業・その他 
・航空関連事業においては、空港地上支援業務の受託増や㈱ＯＣＳの売上増、４月より営業を

開始したＡＮＡエアポートサービス㈱の収入の計上等により、当第２四半期の売上高は９３０億

円（前年同期比６．４％増）、営業利益は３７億円（前年同期比２１．８％増）となりました。 

・旅行事業においては、国内旅行では東京ディズニーリゾート等を目的とした関東方面や新石垣

空港開港による旅行需要が好調に推移し、海外旅行では中国・東アジア方面への需要の減退

が継続したものの訪日旅行の取扱人数が過去最高となった他、「ＡＮＡワンダーアース」が「ツ

アーグランプリ２０１３」において「観光庁長官賞」を受賞しました。結果として、当第２四半期の

売上高は前年同期を上回り９０７億円（前年同期比７．６％増）となりましたが、海外旅行商品の

原価上昇による費用増等により、営業利益は２７億円（前年同期比６．９％減）となりました。 

・商社事業においては、空港物販店、空港免税店での売上が堅調に推移したこと等により、当

第２四半期の売上高は５３８億円（前年同期比９．３％増）、営業利益は１８億円（前年同期比２

７．１％増）となりました。 

・その他については、ビルメンテナンス事業等が好調に推移し、当第２四半期の売上高は１４２

億円（前年同期比２．４％増）、営業利益は４億円（前年同期比１１．４％減）となりました。 
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（４）連結財政状態 
  （自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
平成２６年３月期 

第２四半期 
平成２５年３月期 増減 

総資産（億円）       ２１，３０５   ２１，３７２   ▲ ６７ 

自己資本（億円）  （注１）        ７，６７６    ７，６６７     ８ 

自己資本比率（％）           ３６．０      ３５．９     ０．２ 

有利子負債残高（億円） （注２）        ８，５４９     ８，９７１   ▲４２１ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３）          １．１       １．２   ▲０．１ 
注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 
注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 
注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 

 

（５）連結キャッシュ・フロー 
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
平成２６年３月期 

第２四半期 
平成２５年３月期 

第２四半期 

営業活動によるキャッシュ・フロー １，３３７ １，２３７ 

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲４５３ ▲３，２６０ 

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲６２７ １，２９６ 

現金および現金同等物期末残高  ２，１７１ １，９４１ 

減価償却費 ６７６ ６０３ 

 

２．平成２６年３月期の見通し 
・上半期の売上高は前年同期と比べ４４４億円増加しましたが、国内線は他航空会社および他

地上交通機関との競争激化により単価が下落していること、国際線はボーイング７８７の運航

停止影響等により路線の拡張計画および機材展開が遅れた他、中国路線における日本発プ

レジャー需要の回復が遅れていること等により、今後更なる増収策を展開するものの、通期の

売上高は当初予想より３００億円程度減少する見通しです。 

・一方で、下半期以降も円安傾向が継続する前提で燃油費および外貨建て費用の増加を見込

む必要があり、コスト構造改革の推進に加えて需給適合による運航費用削減および管理可能

費の執行抑制等の収支改善策を強化いたしますが、通期の費用は当初予想より２００億円程

度増加する見通しです。 
・結果、当初予想と比べて営業利益、経常利益ともに約５００億円の減益を見込まざるを得ず、

業績予想を下記のとおり変更いたします。 

・また、期初の段階で４円としておりました配当予想につきましては、当初予想と比べて当期純

利益が大きく減少する見通しとなったことから、１株あたり３円の配当予想に変更させていただ

きます。 

単位：億円（単位未満は切り捨て） 
【平成２６年３月期見通し】 

（連結業績） 
修正予想 当初予想 増減 

前期実績 
（平成２５年３月期） 

増減 

売 上 高 １５，８００  １６，１００   ▲３００   １４，８３５ ９６４ 

営 業 利 益    ６００ １，１００ ▲５００ １，０３８ ▲４３８ 

経 常 利 益    ３００      ８００    ▲５００        ７６９ ▲４６９ 

当 期 純 利 益    １５０      ４５０    ▲３００        ４３１ ▲２８１ 

以 上 
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